
伝統⼯芸と移住者をつなぐ、
未来づくり継業⽀援事業
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移住促進団体活動推進事業



⽬的

•岐⾩と⻑良川流域の伝統産業を対象として、
「ものづくり」に関⼼のある移住希望者に
向けた魅⼒発信と受け⼊れ態勢づくりを実
施する。



昨年度の成果

傘⾻職⼈：Mさん
（広島から移住）

ロクロ職⼈：Kさん

順調に修⾏が進んでおります。



ぎふ灯り物語





（１）伝統産業事業者9事業者にヒアリング

•マルト藤沢商店(和傘)
•平野明博商店(和傘)
•⾼橋和傘店(和傘)
•仐⽇和(和傘)
•⻑屋⽊⼯所(和傘・ロクロ)
• (株)オゼキ(提灯)
• (株)浅野商店(提灯)
•服部修(川漁師)
•平⼯顕太郎(川漁師)





（２）技術を継承するための研修カリキュラム作成

•岐⾩和傘の歴史、⽂化を学ぶ
•和傘の取扱い、和傘の種類・仕様、岐⾩和傘の特徴について学ぶ
•和傘仕上げ⼯程(実技)を学ぶ



（３）伝統産業の仕事を伝える映像の作成と公開

•⾈⼤⼯：那須清⼀⽒
•⻑良川漁師：服部修⽒
•⻑良川漁師：平⼯顕太郎⽒
•和傘職⼈：⽥中美紀⽒
•和傘職⼈：河合幹⼦⽒
Youtubeチャンネル『和傘CASA』にて公開



（４）研修カリキュラム受講者の募集

•岐⾩和傘職⼈組み⽴て職⼈募集・⾯接審査



（５）⾯談と採⽤

•応募者：2名
•採⽤者：Nさん 30歳⼥性 岐⾩市在住



（６）研修の実施及び運営

•実技講師：K⽒(和傘職⼈)
•座学講師：河⼝郁美(和傘CASA店⻑)
•研修⽇：毎週⽉曜、⾦曜、⽇曜
•時間：11：00〜18：00
•時給：900円(雇⽤保険、労災加⼊)



【研修内容】

a.座学研修
• 岐⾩和傘の歴史、⽂化について
• 和傘の種類・仕様、岐⾩和傘の特徴について
•
b.実技研修
• 和傘仕上げ⼯程
• 繰り込み・つなぎ
• （頭ロクロに親⾻を⽷でつなぐ。⼿元ロクロに⼩⾻を⽷でつなぐ。
親⾻と⼩⾻をつなぐ）
• 籐巻（柄の持ち⼿部分に籐を巻きつけ⽯突きを付ける）
• ⽷かがり（内側の⼩⾻の⽳に針で⽷を通し補強する）



ｃ.エゴノキプロジェクトに参加
• 和傘を開閉するための部品『ロク
ロ』の材料であるエゴノキを伐採す
る活動に参加。和傘の材料について
の知識を深め、岐⾩および全国の和
傘関係者との交流を図る。

• ⽇時：令和2年11⽉22⽇(⽇)8：00〜
15：00

• 場所：美濃市瓢ヶ岳

ｄ.岐⾩和傘専⾨店『和傘CASA』にて
接客研修
• 市場の需要、動向を知る。
• 和傘の知識を伝えられるようにする。



（７）その他

•新型コロナウイルス感染拡⼤による影響を受け、特に受⼊事業
者側の意向に配慮し、各所と調整の上、近隣圏を中⼼とした募
集・採⽤を⾏なった。



今後の取組⽅針
①事業者の課題抽出の継続
・継続的にヒアリング等を実施し、課題の抽出及びその解決に向けた事業設計に
取り組む

②⼈材の募集・育成
・本年採⽤した⼈材の育成に継続的に取り組み。職⼈としての独⽴を⽬指す
・①で抽出した課題を踏まえ、必要に応じて新規⼈材の募集・育成に取り組む

③移住者増に資する⽣業づくり
・本年度の成果も含め、上記の取り組みを通して、⻑良川流域の伝統⼯芸産業の
活性化をはかり、新たな⽣業を創出。広くPRを⾏い、意欲ある移住希望者を本県
へ呼び込む。


